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• 地下水揚水井における潮汐の影響、当該エ
 リアへの海水の浸入状況による水質の日変
 化状況の調査を行う。

• 水質の調査項目としては、電気伝導度,ｐH,な
 らびに砒素濃度とする。

• 本調査結果をもとに、バリア井戸設置時にお
 ける揚水ポンプ運転間隔に対する考察や揚

 水ポンプ選定の判断材料とする。
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調査計画地点
 

a‐10,b‐9,c‐10地点
0

pH  5.9
EC: 16000μS/cm

ｐH : 4.5  
EC  ：

 

14,200 μS/cm
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10(1)

c‐

 
10(1)
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ｐH : 5.9  
EC  ：

 

16,000 μS/cm

c-10(1)
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２＋
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NO3-
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：

 

6.3 
EC  ：10,000 
μS/cm



測定項目

1.
 

電気伝導度,
 

ｐH, 
 

地下水位.

30分間隔での24時間測定を行う。

2.  地下水中の砒素濃度.

2時間間隔にて12時間（7回）の測定を行う。

（各々3地点実施）
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